
そ
の
設
備
が
小
型
設
備
で
あ
り
、
か
つ
、
電
波
全
無
響
室
に
お
い
て
測
定
し
た
場
合
は
、
そ
の
設
備

か
ら
三
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
お
い
て
次
の
表
に
定
め
る
値
以
下
で
あ
る
こ
と
。

周
波
数
帯

準
尖
頭
値
の
許
容
値
（
毎
メ
ー
ト
ル
一
マ
イ
ク
ロ
ボ
ル

ト
を
〇
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。）

三
〇
MHz
以
上
二
三
〇
MHz
以
下

四
二
デ
シ
ベ
ル
か
ら
三
五
デ
シ
ベ
ル
ま
で

※

二
三
〇
MHz
を
超
え
一
GHz
以
下

四
二
デ
シ
ベ
ル

注

※
を
付
し
た
値
は
、
周
波
数
の
対
数
に
対
し
て
直
線
的
に
減
少
し
た
値
と
す
る
。

内
部
最
高
周
波
数
が
一
〇
八
MHz
を
超
え
る
設
備
の
場
合
は
、
利
用
周
波
数
に
よ
る
発
射
及
び
不
要
発
射

に
よ
る
電
界
強
度
が
そ
の
設
備
か
ら
三
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
お
い
て
次
の
表
に
定
め
る
値
以
下
で
あ
る
こ

と
。周

波
数
帯

許
容
値
（
毎
メ
ー
ト
ル
一
マ
イ
ク
ロ
ボ
ル
ト
を
〇
デ
シ
ベ
ル
と
す

る
。）

尖
頭
値

平
均
値

一
GHz
以
上
三
GHz
以
下

七
〇
デ
シ
ベ
ル

五
〇
デ
シ
ベ
ル

三
GHz
を
超
え
六
GHz
以
下

七
四
デ
シ
ベ
ル

五
四
デ
シ
ベ
ル

注

そ
の
設
備
の
内
部
最
高
周
波
数
に
応
じ
て
、
次
に
掲
げ
る
周
波
数
帯
に
お
い
て
こ
の
表
に
規
定
す
る

許
容
値
以
下
で
あ
る
場
合
は
、
一
GHz
以
上
六
GHz
以
下
の
周
波
数
帯
に
お
い
て
許
容
値
以
下
で
あ
つ
た
と

み
な
す
。

内
部
最
高
周
波
数
が
五
〇
〇
MHz
以
下
の
と
き
に
あ
つ
て
は
、
一
GHz
以
上
二
GHz
以
下

内
部
最
高
周
波
数
が
五
〇
〇
MHz
を
超
え
一
GHz
以
下
の
と
き
に
あ
つ
て
は
、
一
GHz
以
上
五
GHz
以
下

内
部
最
高
周
波
数
が
一
GHz
を
超
え
る
と
き
に
あ
つ
て
は
、
一
GHz
以
上
内
部
最
高
周
波
数
の
五
倍
の

周
波
数
又
は
六
GHz
の
い
ず
れ
か
小
さ
い
方
以
下

内
部
最
高
周
波
数
が
不
明
の
と
き
に
あ
つ
て
は
、
一
GHz
以
上
六
GHz
以
下

妨
害
波
電
圧
、
妨
害
波
電
流
及
び
電
界
強
度
の
測
定
方
法
に
つ
い
て
は
、総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
。

第
四
十
八
条
各
号
に
掲
げ
る
条
件

十
四

業
務
用
放
射
等
設
備

﹇
新
設
﹈

利
用
周
波
数
が
一
〇
kHz
か
ら
四
〇
〇
GHz
ま
で
の
範
囲
内
に
あ
る
こ
と
。

令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報
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